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家庭数配布 

今年も「できる形」で「６年生を送る会」を開きました 

巣 立 ち を 前 に 気 持 ち を こ め て 

 

 

 

春休みは、なんとなく中途半端な立場になることから開放感が増し、日頃よ 

りも問題行動が起こりがちです。とくに、ネットトラブルには一層の注意が必 

要だと考えます。 

 本年度、市教育委員会が毎月「ネットトラブル等防止用啓発資料」を発行し 

ています。学校では配布したり掲示したりして活用していますが、春休みを前 

に、ご家庭でも子どもたちと一緒に読み返していただき、ネットトラブル防止 

に向けた材料にしていただけたらと思います。本校ホームページのトップペー 

ジ「おしらせ」にアップしています。（ページの一番下） 

https://www.kita9.ed.jp/yahata-e/newpage2.html 

 

「立つ鳥跡を濁さず」という言葉がありますが、卒業を間近に控えた６年生が自 

分たちの学級だけでなく、すべての学級の窓掃除をする「奉仕作業」に取り組みま 

した。休み時間に各教室を回って掃除をすることは、６年生にとって感謝の気持ち 

を体現する有意義な活動と言えます。合わせて、その 

様子を尊敬、憧れの眼差しで見ている下級生に対して 

も、好ましい影響を与えることにつながったと思います。 

また、卒業するのは本校６年生だけでなく、お隣の中央中学校３年生も同様です。 

その中には、本校卒業生もたくさんいることから、３年前に「６年生＆１年生」と 

いうきょうだい学年でお世話になった４年生が、中学校卒業式にお祝いに行きまし 

た。小中一貫教育を推進する両校ならではの取組だと思います。 

そういう関係から、中央中学校３年生数名が、本校給食室にお礼に来るという素 

晴らしい出来事もありました。みんな本校卒業生で、卒業を前に９年間に渡る給食 

に感謝して挨拶する姿を見て、本当に頼もしく感じ、心が温かくなりました。 

  

 今こそ ネットトラブル防止に取り組みましょう 

感染拡大防止のために延期せざるを得なかった「６年生を送る会」を１０日（木）に開催しました。本年度も

５年生の子どもたちを中心に、全校みんなで創りあげ、気持ちが一つになったすばらしい集会でした。３年連続

で、全校児童が集まることはできませんでしたが、合唱の場所を工夫したり、学年で入れ替わりながら気持ちを

こめて感謝の言葉や音楽などの発表をしたりしました。また、６年生は、スクリーンに映し出される６年間のア

ルバムを見て、その成長を振り返ることができたようです。 

この集会をはじめ学校行事のほとんどが、時期や方法を変更しながらの実施でした。しかし、いずれも子ども

たちの全力が発揮されたと感じています。今回も、子どもたちの様子からは６年生を中心とした一体感が伝わっ

てきました。「できる形」で続けることが、八幡小の伝統、よさを生かすことであり、来年度以降に向けた大き

な力になると確信しています。 

https://www.kita9.ed.jp/yahata-e/newpage2.html

